
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1．やってみよう！2030 SDGｓゲーム 

このゲームは… 
お金と時間を使ってプロジェクト
を実行し、2030 年までに人生（チ
ーム）のゴールと世界のゴール達成
を目指して活動するゲ－ムです。 

SDGｓは、持続可能
な開発をしていくため
に国連加盟 193か国
が採択した、2016年
～2030年の 15年間
の行動計画。その中で
示された 2030年まで
に達成すべき目標だよ 

１.あいさつ 

NEWS LETTER １ 

2030年には9チーム中8チームがゴール達成！
中間発表時には壊滅的だった世界の「環境」と
「社会」の状況も、2030 年には劇的に改善！
バランスのとれた豊かな世界になりました！ 

カードゲームで学ぼう︕協働&まちづくり 

2 ⽉ 3 ⽇⼟曜⽇の午後、オムニバス形式の連続講座 碧南市まちづくり担い
⼿育成講座「へきなんまちづくり★スクール（略称︓マチスク）」全５回シリーズの
１回目を開催しました。参加者は、受講者と事務局を含めて 20 名でした。 

初回のテーマは、「カードゲームで学ぼう︕協働&まちづくり」。はじめに、動画や
スライドで「SDGs とは︖」を学んだあと、2 ⼈ 1 組のチームでカードゲームに挑戦︕
ゲーム後は気づいたことをテーブルごとに話し合って振り返り、 このゲームを通じて、
⾃分の意識や⾏動が世界とつながっていること、⾃分ごととして動く⼈が増えれば
世界が変わる＝未来は変えられることなどを実感しました︕ 

2月3日(土) 14:30〜17:00 碧南市役所 にて 
かわらばん vol.1 

ファシリテーター（進⾏役）の TAKEZO
から SDG の概要を学んだあと、ペアで１チ
ームになり、カードゲームをプレイしました︕ 

様々な価値
観を持つ人（チ
ーム）が、助け
合ったり交渉
し合いながら
各々のゴール
を目指し… 
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１人ずつ、「今日の気づき・発見」と「わたしの約束」を発表しました。 

保育士なので、子ども達にど
う SDGs を伝えたらいいかを
学びに来ました。自分が学ん
だことを未来の子ども達に伝
えられるようがんばりたい。 
 

自分中心に考えがち
だけど、他の人の目
標を知って共有する
ことが大切だと感じ
ました。 

今日学んだことを
生活の中で活かし
て伝えていけたら
と思いました。 

いろんな仕事の中で
重要なことをコツコ
ツやっていくのが大
事だと思いました。 

人を引っ張っ
ていけるよう
な人になりた
い！と思いま
した。 

SDGs は少し冷めた目で見ていた
のですが、自分が将来気持ちよく
過ごしていくためには、自分だけ
よくても住みにくい。よく考え
て、地域や社会が良くなることも
やっていきたいと思いました。 

協力すれば世界は変わるな
と思った。自分達だけでは
できないことでもみんなで
やれば世界が変わっていく
んだなと思いました。 

人とつながりながらやって
いくことが大事なんだなと
思いました。無理し過ぎずで
きることを続けていきたい。 

自分が起
点という
ことを学
んだ。 

SDGs が と て
も分かりやす
く自分の腹に
落ちました。 

世界の状況を
見ることが必
要だと思いま
した。見える
化が大事。 

忘 れ ず に
行 動 し て
いきたい。 

ここが小さな世界のような感
じだと思った。こどもも一緒
にみんなでコミュニケ―ショ
ンが取れたことがうれしかっ
た。次の世代につなげていく
ことを約束します。 

2．ゲームのふりかえり～つながっている世界 

3．チェックアウト 

ポテトチップス、シャンプー…私たち
が知らず知らず買っているものが、実は
森林伐採等に繋がっています。SDGs の
本質の一つは、「世界はつながっている」
そして「私も起点」ということ！ 

このゲームを通して得た気づきをグループで共有したあと、SDGｓ
の本質や協働についてアフターレクチャーを聞きました。 

世界が目指す
目標を「見える
化」し共有する
ことで意識や行
動が変わる！ 

SDGs の採択文書の正式名称は 
「Transforming Our World」 
＝「私達の世界を変革する」。 
自分ごととして動く人が1人でも 
増えれば、世界が変わるんだね！ 

ほか 


